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く特集) マレー世界のなかのマダガスカル

編 者 の こ と ば

高 谷

ここに集録するものは 『マレー型農耕文化

の系譜- 内発的展開と外文明からの変容』

(昭和61年度文部省科学研究費海外学術調査)

という標題のもとに行なったマダガスカルで

の現地調査の研究成果の一部である｡

｢マレー型農耕文化｣という言葉はまだ市

民権をえたものではない｡そのこともあって

この言葉にはまだ定着した定義もない｡しか

し,東南アジアで長年調査を続けてきた私達

は,この言葉で表されるような農耕の一類型

を設定してもよいのではないかと最近考える

ようになった｡その理由を説明し,できるこ

とならその性格を明確にしようというのが今

回の調査の目的であった｡

すでに今までから穀類文化,根栽文化とい

うような概念は存在している｡ユーラシア大

陸には撃耕をともなう穀作文化圏というのが

あり,熱帯多雨林,特にアジアの熱帯多雨林

島峡の東部には撃耕を欠くイモ作文化圏があ

るというのはよく知られた事実である｡最近

の研究では,前者は少なくとも5,000年以上の

歴史を持ち,後者も9,000年に達する歴史を持

つということも判ってきている｡ どうやら,

両者はこの長い歴史を通じてお互いの文化を

深化させてきたらしい｡

ところで,私達は近頃,この両者の間にい

わばその中間的な農耕文化が極めて広く拡が
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っており,したがってそれを別の一群として

取 り扱った方が便利だと考えるに到ったので

ある｡それは端的にいえば,型を欠く穀作農

耕文化ということである｡穀類を持つという

意味において穀類文化に入るが,撃を欠いて

いるという意味ではむしろ板栽文化に共通す

るところが多い｡この中間型の農耕をここで

は ｢マレ-型農耕｣といっているのである｡

調査の主目的はこのマレー型農耕を系譜的

に解明しようということである｡ この目的遂

行のために私達は次の三つの調査ステップを

考えた｡第一は,このマレー型農耕の中核部

と考えられる所でその性格を精査することで

ある｡第二は,この農耕文化圏の地理的広が

りの確定であり,第三は周辺地域における変

容と,特に他農耕文化との関係 の解明であ

る｡ 第-の点に関しては,すでにある程度の

資料が手許にある｡ それで,今回は特 に第

二,第三の点に精力を集中すべく調査を設計

した｡

正確にいうと,私達の申請した計画では調

査は2年度にわたることになっている｡61年

度のマダガスカル調査と63年度の東インドネ

シア ･メラネシア調査である｡前者はマレ-

型農耕文化圏の西端に位置し,そこでは大陸

文化との接触が期待できる｡後者は東端に当

たり根栽文化との重層関係が見られるはずで

ある｡ ここに報告することは,こういう意図

をもって行われたマダガスカル分の調査の結
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黒である｡

集録したものは次の4論文である｡

古川久雄の ｢マダガスカル乾燥地帯の土地

利用｣はマレー型農耕の本質,特にその系譜

を考えようとする時,どうしても目を離すこ

とのできない大陸の撃耕穀作文化の展開に注

目している｡マダガスカルの西半分は乾燥の

卓越する草原地帯であるが,そこでの牧畜と

稲作の絡み合いに焦点をあててこのことを論

じている｡同氏にいわせると,いわゆるマレ

ー型稲作の基本要素の一つである蹄耕はメソ

ポタミアに起源しているというのである｡

田中耕司の ｢マダガスカルのイネと稲作｣

は稲品種と稲作技術を分析の武器に用い,そ

の視点からすると,マダガスカルには二つの

系統があると指摘している｡一つはいわゆる

マレー系とでも呼びうるものであり,そこで

は大粒稲が斜面での焼畑稲作や湿地での蹄耕

稲作として作られている｡今一つはインド系

とでも呼べるもので,長粒稲が水田で直播栽

培されている｡後者には牛蹄脱穀が用いられ

ている｡著者は古くは前者が優勢であった

が,最近では後者のイソド系稲作が急激な拡

散をしているとしている｡

深浮秀夫の ｢稲作を生きる,稲と稲作の実

践と戦略｣は,Tsimihety族の間でみ られ

る稲作を中心にした生活とその社会を記載,

論述している｡ Tsimihety族 の専 門家であ

る著者は,マレーとの比較は直接的なかたち

では行なっていない｡しかし,論述自体がす

でに比較を喚起するようなものである｡明ら

かにマレー世界を通過して来たであろう稲作

民がアフリカに近いこのマレー圏の西縁でど

ういう変容をとげているのかを窺い知る上で

役立つ多くの一次資料を提供している｡

前田成文 ｢べフディ- べツィミサラカ族

とシ-ナカ族の狭間で｣は,稲作民ベフディ

を事例として,そのエスニシティといわれる

ものが何であるかを論じている｡マレーの鼻
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民は絶えざる流動と混合を繰 り返すことが一

つの大きな特徴であるらしいのだが,本論文

はその点を掘り下げている. 私達の ｢マレー

型農耕文化｣の研究は単に農耕技術の側面だ

けでなく,その社会の仕組みや価値観まで考

えあわせたいと思っているが,本論文はそう

した局面を扱ったものである｡

以上が個別論文である｡ 最後に論文とは別

に座談会記禄が, ｢マダガスカルの農耕-

そのマレー的要素について｣として添付して

ある｡ ここでは研究班の全点が集まって,マ

ダガスカル農業の全体像はどのようにとらえ

たらよいのかを討議している｡研究者の間で

鮮明な意見の対立の見 られ る点 も多々あっ

た｡ こうして完全な意見の一致には到底いた

っていないのではあるが,収穫もあった｡ そ

れは,マダガスカルを東南アジアと比較する

ことによって,いわゆるマレ-型農耕文化圏

の位置や性格が,おぼろげではあるが地球的

規模でおさえられたことである｡もっともし

かし,このことは現時点ではあまり先走って

いうべきではない｡本調査は本日現在,まだ

進行中だからである｡何人かのメソバーは,

63年秋の現時点で東インドネシアとメラネシ

アの調査に入っている｡これらの調査が完了

した時点で,この間題はもう一度,議論しな

ければならない｡

最後になったが,マダガスカル調査に際し

て,いろいろお世話になった方々に,この紙

面を借 りてお礼を申し述べておきたい｡出入

国に関しては在日マダガスカル大使館,在マ

ダガスカル日本大使館にお世話になった｡マ

ダガスカルに着いてからは Ministtredela

RechercheScienti氏queetTechnologi-

quepourleD6veloppementと FOFIFA

(Centre National de la Recherche

Appliqu占e au D占veloppementRural)

にお世話 になった｡Rakotomalala 氏 と

RabarijoelinaArmand氏は調査の全期間,
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私達と行動を共にしてくれた共同研究者であ

った｡これらの方々には全員深く感謝してい

る｡

MadagascarintheMalayWorld

EditorlsNote

YoshikazuTAKAYA*

Thisspecialissueconcernsaproject

entitled 〃Studieson TraditionalRice

CultureinMadagascarinRelationto

M̀alay'Agriculture,"whichwascon･

ductedwiththesupportofagrantfrom

theMinistryofEducationofJapan.

Fourpapersandtherecordofapanel
discussionareincludedhere.Furukawa's

paper,whichdealswiththedryzone
ofMadagascar,suggeststhepossible

influenceofMesopotamianagrlCulture

overtheareainancienttimes.Tanaka's

papershowstworoutesbywhichrice

andriceculturewereintroducedinto

Madagascar:onefrom SoutheastAsia

andtheotherfrom India.Fukazawa's

paperdescribesthetightlyknitrelation

betweenman,riceandcattleinTsimi-

hety society.Maeda'spaper,through

ananalysュsOfBefodysociety,points

*TheCenterforSoutheastAsianStudies,
KyotoUniversity

(1988年9月)

outthe月.exiblenatureofso･calledeth-

nicity.A paneldiscussion aimed at

building an overallview of M̀alay'

agrlCultureisrecordedunderthetitle

`̀MadagascarandtheMalayWorld."

Itisourpleasantdutytothankfor

theirvariousformsofassistance:Min･

isteredelaRechercheScientifhqueet

TechnologiquepourleD6veloppement,
FOFIFA (CentreNationaldelaRe･

chercheAppliqu6eauD6veloppement

Rural),theEmbassyofMadagascarin

Tokyo,andtheEmbassyofJapanin

Antananarivo.Specialthanksmustbe

expressedtoMr.RakotomalalaandMr.

RabarijoelinaArmand,whocooperated
withusascounterpartsduringtheentire

periodofourfieldstudy.

(September1988)
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